
（様式１）

作成日 平成   27　年  2 月  6  日

【事業所概要（事業所記入）】

※  事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

【事業所が特に力を入れている点，アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

１ 自己評価及び外部評価結果

事業所番号 3492500131

法人名 医療法人　好縁会

事業所名 グループホームふれあい八本松

所在地
広島県東広島市八本松東５丁目８番３４号

（電話）082-427-3339」

自己評価作成日 平成27年1月30日 評価結果市町受理日

訪問調査日 平成27年2月5日

“その人らしい生活作り”をモットーに、その人の生きざまを全てにわたって支援できる介護を
目指して取り組んでいます。一人一人の日常生活作りを基本に、食事・入浴・排泄・遊びを丁寧
にかかわれる援助を行っています。その上に、非日常の楽しみを、お一人お一人実現できるよう
に計画し実行していく取り組みをしていっています。
また、当事業所は、医療（下山記念クリニック）と密に連携を取っていて、緊急時の対応も迅速
に行える体制づくりを行っています。

当事業所は、1ユニット平屋建ての建物で、今年2月に開設5年目を迎えている。現在9人の利用者
が入居し、スタッフの支援の下に一日一日を大切に暮らしている。毎月の行事や個別ケアを充実
させて、たくさんの笑顔あふれる生活を目指しており、訪問時も明るく穏やかな様子を垣間見る
ることができた。入居者一人ひとりにとって一番楽しいことは何かえを考えた「幸せづくり計
画」にそった個別ケアに力を注いでいる。また、経営母体である医療法人と緊密に連携をはか
り、往診、緊急時や夜間の対応システム、管理栄養士による栄養・食支援等で、安心して生活出
来るようになっている。旧正月の餅つきを楽しんだ後、管理栄養士の指導のもと、もち米とスベ
ラカーゼ（トロミ剤）をミキサーで混ぜて作った「咀嚼餅」で餅の香りと食感を楽しみ、とても
好評であった。

基本情報リンク先ＵＲＬ
http://www.kaigokensaku.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kani
=true&JigyosyoCd=3492500131-00&PrefCd=34&VersionCd=022

評価機関名 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

所在地 広島市南区皆実町一丁目6-29



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員
は，その理念を共有して実践につなげ
ている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を，
地域の人々に向けて活かしている。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービス
の実際，評価への取組み状況等につい
て報告や話し合いを行い，そこでの意
見をサービス向上に活かしている。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら，協力関係
を築くように取組んでいる。

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

自己
評価

1

2

3

4

5

外部
評価

1

2

3

4

項目

法人の理念のもと、事業所の理念・方針
を立てて、具体的な想いのもとスタッフ
が一致した行動がとれるようにしてい
る。

少しでも関係が深いものにしていけるよ
うに、行事では、地域の保育所との交流
事業・子供神輿（地域祭り）やボラン
ティアの受け入れ、そして、地域清掃に
も参加し、地域での存在感を深めれる努
力をしている。もちろん、運営推進会議
では、地域代表の方にも参加して頂き、
地域の声も頂いている。

なかなか地域で、介護者教室の開催と
いったことは行えていないが、地域の
方々の見学の合間で、介護相談を受け助
言をさせていただく活動を行っている。

会議では、サービスの実際や、この評価
の報告を行い、その中で出たご意見を
サービスの質の向上に役立てている。
直近の行事活動や外との関わり具合を報
告し、その中で、それぞれご助言等をい
ただくようにしている。

市の窓口への相談や電話での連絡相談を
通じて、協力体制の向上に努めている。
介護保険課を中心に、障害福祉課等と連
携を取る様に努めている。

理念を目に付きやすい所に貼り出し、共
有を図っている。日々、具体的なケアを
積み重ねて目標の達成を目指している。

管理者が地域清掃に参加し、グループ
ホームへの理解を深めている。毎月1回
のJA健康体操に参加したり、歌のサーク
ルの方が訪れる等、地域との交流を大切
にしている。年に1回のドッグセラピー
は好評である。一人で出かけてしまった
時、近所の方と談話しているところを発
見し、事なきを得た。

敬老会の後に運営推進会議を兼ねた家族
会を開催し、家族からの意見を聞くよう
にしている。また、法人の情報誌と共に
推進会議録も家族に送付している。職員
にも会議録を回覧し、情報を共有してい
る。

運営推進会議録や外部評価の結果を市の
窓口に届け、顔つなぎを大切にしてい
る。

1 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており，玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち，利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い，防止に努
めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち，個々の必要性を関係者と話し合
い，それらを活用できるよう支援して
いる。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際は，
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね，十分な説明を行い理解・納得を
図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け，それらを運営に反映させている。
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玄関を開錠する工夫として、ドアにチャ
イムをつけたり、逆に、スタッフと一緒
に散歩に出かけたりしている。また、
『身体拘束にあたる行為にどれが当ては
まるか』を常に意識して、小さな拘束も
なくしていく努力をしている。

研修へ積極的に参加し、伝達研修等を通
じてみんなの理解がより深まるようにし
ている。また、日ごろヒヤリハット報告
書を通して、どんな小さなことでも見逃
さない体制づくりをしている。

日常生活自立支援事業・成年後見制度に
ついての知識の追及が十分であるかと言
えばそういえない部分がある。ただ、
個々のケースに応じて、その必要性の検
討は、管理者を中心に行うようにしてい
る。

入居契約の時などは、一緒の机で、しっ
かり説明の時間を設けて、質問をお受け
するようにし、同意をその都度得てい
る。その場で答えられない難しい質問が
あったとすると、出来るだけ迅速にお答
えできるよう、他部署と連携を取り合っ
て対応している。

利用者が話しやすい環境づくりを第一と
し、その傾聴に努めている。事業所で苦
情処理担当を設け、電話や面会・書類等
で伝えていただくこと・あるいは他部署
を通じてお伝え頂く体制を通して、より
開かれた意見をいただきそれを現場に反
映させている。

拘束をしないケアの実践には、研修の積
み重ねが必要と考えている。法人内の基
礎研修（年3回）に参加し、具体的に拘
束とは何か、拘束に至らない為の対策等
について理解を深めている。後日、研修
報告を実施し、職員間での知識の共有を
図っている。

機会をとらえては意見を聞くように努め
ているが、直接伝えにくい時には、法人
内のケアマネージャを通して意見を聴取
することもある。職員の挨拶に対する意
見の改善に取り組んだり、急激に介護度
が高くなった入居者への対応として、検
査を勧め、状態把握ができるような情報
提供を模索している。

2 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け，反映
させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力や
実績，勤務状況を把握し，給与水準，
労働時間，やりがいなど，各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し，法人内外
の研修を受ける機会の確保や，働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり，ネットワークづ
くりや勉強会，相互訪問等の活動を通
じて，サービスの質を向上させていく
取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本
人が困っていること，不安なこと，要
望等に耳を傾けながら，本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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主にミーティングや懇親会、又は、通常
時でも、出来るだけ職員の考えを提案い
ただき、必要性の高さを見極めつつ、事
業運営に反映させるようにしている。

チャレンジシートで一年ごとに自らが目指
す目標を立てて、その達成度で評価できる
仕組み、あるいは、能力・実行考課表を通
して、その成果や実績を評価し、各個人の
評価を決定する本としている。また、法人
内でのマイスター試験の実施によって個人
一人一人の評価実績が給与に直結できる仕
組みも取っている。

マイスター試験の実績や日頃の職務遂行
状況を能力・実行考課表を通して、職員
一人一人を評価し、足りない部分や伸ば
しｔ外部分を見極め、法人内研修を中心
として、各研修に参加して頂くようにし
ている。

西条ＧＨと合同で介護技術研修を行って
いたが、平成２７年からは、東広島地区
全体で毎月１回行って切磋琢磨していく
体制作りを整えてきている。
また、小規模多機能事業所を中心とした
地域の集まりにも参加していく予定であ
る。

職員の中で、各個人別に担当者を決め、
ご本人と密接にかかわって馴染の関係を
作り、その関係を大きくしていけれるよ
うにしている。また、ご家族からも、、
出来るだけ詳しい情報をお聞きし、『そ
の人らしい日常生活』に早期に至れるよ
うに支援している。

リーダーを通して意見を聞くようにして
いる。できる事は実現し、安定した職場
環境になるように努めている。かつて3
食手づくりだった食事を、昼食に配食
サービスを取り入れることにより、入居
者とのかかわりの時間が多くもてるよう
になった。

3 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家
族等が困っていること，不安なこと，
要望等に耳を傾けながら，関係づくり
に努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め，他のサービス利
用も含めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場
に置かず，暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場
に置かず，本人と家族の絆を大切にし
ながら，共に本人を支えていく関係を
築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う，支援に努めている。
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管理者を中心として、又は、担当者が窓
口となって、少しの不安でも、その解消
に至れるように、ご家族の声を聞く姿勢
を常に取っている。具体的には、明るい
あいさつを第一とし、人間関係づくりを
確たるものにしていくようにしている。

契約前の事前訪問からを含めて、ご家族
と一緒に、まずは直ぐに必要なことは何
かを見つけていく。必要があれば、従前
のご利用サービスの介護事業者からもで
きる範囲で情報収集し、信頼される事業
所になれるようにしている。

アセスメントシートを中心として情報収
集し、ご本人がしたいことを実現させれ
るように、また、その結果の実現によっ
て笑顔が増え、他利用者との話題が増え
ていけるように支援している。
日常の中では、台所に立って、皮むきや
皿洗いなどして頂いている。

当事業所の行事に、出来るだけ一緒に参
加して頂きながら、ご本人・ご家族との
関係がより深めれる機会を設け、効果が
出てきている。もちろん普段の面会・電
話連絡や毎月のお手紙の時にも、ご本人
の様子をお伝えするように配慮してい
る。

開かれた住まいとして、友人の面会等自
然な形でお受けさせていただいている。
また、住み慣れた従前の自宅への帰所
も、支援させていただいている。

個別ケアにより関係の継続を支援してい
る。自宅への一時帰宅に付き添い、行事や
集いに参加したり、お嫁さん手作りの馴染
みのおやつを食することもある。介添えと
運転のスタッフが付き添い、コンサートの
希望を実現した入居者もいる。スタッフに
よる生活歴の編集映像が整備され、一緒に
見ることができる。

4 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い，支え合えるような支援に努めてい
る。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，
これまでの関係性を大切にしながら，
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし，相談や支援に努めている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，
意向の把握に努めている。困難な場合
は，本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めて
いる。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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出来るだけ、ご本人の良い場面を、他の
利用者様にみていただけることに配慮し
て、支援している。隣り合って座る席の
順番もそういった関係づくりを意識しつ
つ行っている。

理容が終了した方でも、面会できる機会
がある方は、させていただいている。必
要に応じて、情報の提供も許される範囲
で行うようにしている。

ご本人の『幸せ作り計画』という考え方
を第一に、ご本人の立場に立った“夢”
の実現を支援している。

ご本人・ご家族からの情報をもとに、ア
セスメントを定期的に見直して、ご本人
の小さな変化を見逃さないようにしてい
る。

毎日の申し送りや、毎月のモニタリング
を通して、現状の把握に努めている。ま
た、各担当者が中心となって、アセスメ
ントを見直しも計っていて、出来ること
をつかんで、そのうえで、したいことの
実現を考えていく。

「幸せ作り計画」作成シートを用い、そ
れぞれのメインテーマを決めて、計画を
作成している。目的達成のために、今す
べき事は何かを具体的に考えて、日々の
ケアに取り組んでいる。本人からの意向
確認が難しい場合には、家族との何気な
い会話の中から聞き取るように努めてい
る。

5 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について，本人，家族，必
要な関係者と話し合い，それぞれの意
見やアイデアを反映し，現状に即した
介護計画を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づ
きや工夫を個別記録に記入し，職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

本人や家族の状況，その時々に生まれ
るニーズに対応して，既存のサービス
に捉われない，柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し，本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している。

○かかりつけ医の受診診断

受診は，本人及び家族等の希望を大切
にし，納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら，適切な医
療を受けられるように支援している。

26

27

28

29

30

10

11

毎月モニタリングをしていくことで、よ
りきめ細やかな現状把握が出来るように
なってきている。それによって、直近の
様子の把握が出来、場合によっては変更
プランの作成も対応できる。

生活記録の裏面を利用し、個別記録を出
来るだけ詳しく記録するようにしてい
る。そうすることで、モニタリングやケ
アプランの作成に反映できるようにして
いる。

日々の業務に追われすぎないように、柔
軟な発想を大事にしている。ご本人の
ニーズにおいて実現可能なら、早期に行
うようにしている。外出支援など入浴の
時間を入れ替えてでも行うときもある。

個別の地域資源もできるだけ活用させて
いただくようにしている。ご協力があれ
ば、自宅への外出・外泊も積極的に行う
ようにしている。

母体の医療法人クリニックと２４時間連
携を取っている。定期的な往診を中心
に、Ｄｒからの説明も、ご本人・ご家族
に聞いていただくようにしている。必要
があれば、クリニック受診もさせていた
だいている。

毎月のモニタリングは各担当者が行い、
必要に応じて計画の見直しをしている。
ケアマネージャーを中心にアセスメント
を行い、担当者、出勤スタッフの意見を
参考に計画を作成している。個別ケアに
ついては、各々の担当者が、気持ちに沿
えるような計画を立案している。

協力医による2週間に1回の往診と、月1
回の個別往診により健康管理を行ってお
り、必要があれば付き添って受診してい
る。専門医の受診が必要な場合にも、ス
タッフが付き添い、家族への情報提供を
行っている。家族が同行することもあ
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを，職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し，
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療で
きるように，また，できるだけ早期に
退院できるように，病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は，そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて，早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い，事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し，地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い，実践力を身に付け
ている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに，地域との
協力体制を築いている。

31

32

33

34

35

12

13

医療連携加算を計上させていただいてお
り、具体的な体制として、電話連絡はも
とより、往診表・メールによる連絡、又
は月に一回行われる医療連携会議などを
通して、出来るだけきめ細やかな連携が
取れるようにしている。

入院時、介護職員が付き添いで一緒に行
くことで、その場できめ細かい情報伝達
をさせていただいている。入院後の面会
も行い、現状把握と退院時の受け入れに
ついて、病院関係者やご家族と積極的に
連絡を取る様にしている。

医師、看護師、ご家族、スタッフ等でケ
アカンファレンスを持ち、説明・情報の
共有・今後の方針などを話し合い、苦痛
の少ない生活・ご本人らしい生活作りを
支援できるようにしている。ただ、急速
に重度化した時に、その対応に追われ、
カンファレンスが後追いになってしまっ
た時もある。

緊急時についての研修や具体的な誤嚥な
どの発生時の対応研修を、定期的に行う
ようにしている。また、急変時や事故発
生が夜間だった場合にも待機ナースに連
絡が取れるシステムを導入している。

消防訓練などを通して、非常時の対応の
仕方を定期的に学ぶようにしている。昨
今の水害・土砂災害についても地理的に
どうであるか周りの環境についても観
て、想定の検討も行った。

事業所として、看取りを行う方針であ
る。現在、医師から余命1カ月（12月面
談時）と宣告された末期がんの入居者
（現在、症状が安定している）の家族
と、今後の方針について確認し、自然の
ままここで看取りを行うことになった。

東広島市の防災ラジオを配置し、災害に
備えている。夏に起きた広島市の土砂災
害を受け、実際に、裏山にも入って状況
を確認している。家族会で状況や、緊急
時の対応についても説明している。

現在、頓挫している、地域との災害時連
携の実現に向けて取り組んでいただきた
い。まずは、年に1回、消防署に依頼し
ている消防訓練時に、近隣の方へ参加を
呼び掛けたり、地域に対して事業所が出
来る事は何かを発信する等、地域の一員
としての役割を積極的に担っていただき
たい。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支
援

日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり，自己決定できるように働きか
けている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく，一人ひとりのペースを大切に
し，その日をどのように過ごしたい
か，希望にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人
ひとりの好みや力を活かしながら，利
用者と職員が一緒に準備や食事，片付
けをしている。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36

37

38

39

40

14

15

ご本人様の尊厳を第一とし、信頼関係を
より強固なものに出来るように対応して
いる。具体的には、各居室内はプライバ
シー空間と意識し、ノックさせていただ
いてからの入室を行っている。

入居者一名一名に担当を決めていて、そ
の親しみのある関係づくりの中で、自ら
の意思をしっかり表出できる環境づくり
に配慮させていただいている。

具体的に、全員が必ず同じ時間帯に食べ
なければならないといった形にはとらわ
れず、ご本人のご希望に沿って食事を
摂っていただくようにしている。ただ、
入居者同士の関係づくりもあって、出来
るだけその標準の時間に一緒の卓を囲む
ようにしている。

ご家庭から持ってきていただいた、タン
スの中の衣類でご本人の希望に沿った衣
服の選択をして頂いて着ていただくよう
にしている。また、理髪店に依頼して、
理髪の出張サービスをお願いし、希望に
沿ったパーマなど行っている。

ご本人の状態や嗜好に沿った食事の提供
をしている。また、少しでも自らが調理
した食事を食べる充実感を得ていただけ
るように、機会を作るようにしている。

プライバシーに関しての配慮は随所で見
てとれた。言葉かけについては、本人に
とって安心でき、自然な反応となるよう
に、入居者各々に合わせて対応してい
る。人によっては、親しい関係となるよ
うに下の名前で呼ぶこともある。

献立の担当者が、1週間毎の献立を立て
ているが、希望があれば、柔軟に変更し
ている。本部の管理栄養士のアドバイス
も受け、一人ひとりの状態に応じた食事
を提供出来ている。食後の下膳やエコ作
戦と名付けたゴミをハサミで細かく切る
作業、皿洗い等、各々に出来る事をさり
気なく行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一
日を通じて確保できるよう，一人ひと
りの状態や力，習慣に応じた支援をし
ている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，
毎食後，一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，
一人ひとりの力や排泄のパターン，習
慣を活かして，トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲
食物の工夫や運動への働きかけ等，
個々に応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように，職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に，個々に応じた入浴の支援をしてい
る。

41

42

43

44

45

16

17

管理栄養士の指導も受けつつ、行ってい
る。水分量の状況記録も、一目で一日の
水分摂取量がわかる記録をしていくこと
で、今の状況確認がしやすいようにして
いる。水分摂取の際は、嗜好に沿った飲
料の提供も行っている。

一人一人、食後に、リビング内にある洗
面所で、口腔衛生を行っていて、介助が
必要な方には、それに応じた介助を行っ
ている。かかりつけの歯科医とも連携を
取り合って、より健康的な口腔内になる
ように援助している。

ご本人の状態に応じて、出来るだけオム
ツの状態からの脱出が出来る援助を考え
つつ支援している。だから、日々ご本人
の状態に変化があれば、それに応じた介
助法に変化させて、自立支援につながる
支援を行っている。

出来るだけ、薬に頼らない排泄を援助で
きるように考え行っている。飲食物の工
夫・運動（レク）・良質な睡眠等一日の
生活リズムを大切にしている。医師・看
護師・管理栄養士等とも相談しながら、
食物繊維の多い献立や、水分摂取のでき
やすい環境づくりなど、配慮している。

標準の時間としては、午後２時頃から午
後４時ごろまでに入浴介助させていただ
いているが、ご本人のご希望などによっ
て、時間帯の変更も対応している。原
則、３日に１回の入浴ではあるが、必
要・希望に応じて、毎日でも対応させて
いただくこともある。

ファンレストテーブル（前傾姿勢支持
テーブル）を利用して、オムツの人もで
きるだけ、トイレで用を足すようにして
いる。ていねいな排泄記録をもとに申し
送り時に情報の共有をし、排泄の自立支
援を行っている。

入浴拒否の場合には無理をせず、時間帯
をずらしたり、順番やスタッフを変える
等により、対応している。湯温について
は、本人の反応を見ながら細かくチェッ
クしている。車いすの人には、一緒に湯
船に入り、安心して肩まで浸かれる様に
配慮している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて，休息したり，安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用，用法や用量について理解して
おり，服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように，一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割，嗜好品，楽しみごと，気
分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また，普段は行けないような場
所でも，本人の希望を把握し，家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切
さを理解しており，一人ひとりの希望
や力に応じて，お金を所持したり使え
るように支援している。

46

47

48

49

50

18

ご本人が、安心して眠れる環境づくりと
して、静かな個室環境づくりに配慮して
いる。また、場合によっては、リビング
のソファーでも希望に合致すれば寝てい
ただく場合もある。ご本人にとって、安
心して眠れる環境を、個々に考え対応し
ている。

医師からの説明や、処方箋を通じて情報
を収集し、服薬によると思われる変化・
異変は早急にＮｓ等と情報交換をし、適
正な支援につながるように努めている。

生活歴を中心に、ご本人の状態にあった
役割や楽しみ事を実践できるように、か
せ素面と等の情報を活かして、判断して
いる。

日常的に買い物や散歩・ドライブに出か
けている。また、普段いけないような場
所にもあこがれが強くあればあるほど実
現させていただくようにしている。外の
空気を出来るだけ取り込んで、日常生活
の充実に役立てている。

基本として、ご本人持ちの金銭の管理は
行っていないが、立替えでご本人の希望
の買い物など支援している。

2～3日に１回の食材の買い出し時を利用
して、入居者と一緒に出かけている。自
宅への帰宅支援を充実させ、普段行けな
いような大衆演劇に年に２～３回出かけ
て、楽しんでいる人もいる。外出の様子
は、写真と共に送る毎月の手紙で家族に
報告している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり，手紙のやり取りができるように
支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台所，
食堂，浴室，トイレ等）が，利用者に
とって不快や混乱をまねくような刺激
（音，光，色，広さ，温度など）がない
ように配慮し，生活感や季節感を採り入
れて，居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や
家族と相談しながら，使い慣れたもの
や好みのものを活かして，本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。

51

52

53

54

55

19

20

主に、外のご家族から連絡いただいた電
話をお繋ぎすることで関係の充実を図る
形が多い。でも、ご本人の希望に沿っ
て、電話を掛けたり、手紙を書く支援も
行っている。

リビングには、背丈より大きい掃出しの
大きな窓が並んでおり、いつも明るい日
差しを取り入れられる環境にある。自然
にも囲まれている環境であるので、騒音
といった心配はあまりない。

お一人お一人が過ごしやすい場所になれ
るよう、ソファーの位置やテーブル・椅
子の配置などを考えている。また、その
場面に応じて形を変える援助も行ってい
る。

長年使い慣れたタンスやソファーを実家
等から持ってきていただいて、少しでも
家での住まいに近づけれるように、ご家
族とともに行っている。

出来る移動能力を 大限生かし、お一人
お一人にあった介助法が統一して行える
よう、ご本人の状態のアセスメントを
し、それにあった介助法を段階別に提供
できる援助法を、移乗・排泄・入浴それ
ぞれの場面に応じて、確立していってい
る。

加湿器で湿度５０％を目標に調整し、快
適に保つようにしている。それぞれの行
事に合わせたちぎり絵を入居者と一緒に
作成し、飾って楽しんでいる。リビング
の大きな窓から見える戸外の風景で、目
の前にある畑の野菜の成長を眺めたり、
季節の移り変わりを感じることができ
る。

居室の家具の配置は、家族に聞きながら
行い、居心地良く過ごせるように工夫し
ている。模様替えの時にも、家族に相談
している。ソファー、タンス、イス、使
い慣れた布団等に囲まれ、家族と一緒の
写真を随所に飾り安心できる部屋作りを
行っている。

11 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



○

○

○

○

○

○

○

○

Ⅴ  アウトカム項目

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

56

57

58

59

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている

利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている61

62

63



○

○

○

○

○

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどない

③家族等の３分の１くらいが

④ほとんどできていない

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

65

66

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①大いに増えている

職員は，活き活きと働けている

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る

職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係やとのつながりの拡がり
や深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

67

68

64



（様式２）

事業所名

作成日

【目標達成計画】

1 35

2

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

２  目標達成計画

消防訓練時などに具体
的に地域の方に入って
頂いて、実際の顔と顔
でつなぎ合える関係づ
くりをしたい。

平成２８年２
月まで

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

地域包括支援センター
を通して、地域ケア会
議に出席し、もっと民
生児童委員との関係を
深めたい。

平成２８年３
月まで

グループホームふれあい八本松

現在、地域との災害時
の連携の実現に向けて
の取り組みが止まって
いる。

地域と非常時などに連
携し合える関係を構築
していきたい。

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標

平成27年2月25日


